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諸種細胞二於ケノレ生命反騰ノ吟味（第綿）

精錨二於ケル「ヤ｛ヌズ綴染色ト運動二就テ

講師塚  本   茂
    （昭和フ年5月20受附）

              日

   緒  言

第一軍精盤ノ運動辿及

第一節 貿験方法

第二飾 賀験成績

 第一項精姦ノ運動状態二就デ

 第二項 糖姦ノ運動逃皮反英ノ時間釣鐘

     化

 第三項 繍蔑ノ運動速度ト温度トノ關係

第二章 精錨ノ髄外二於ケル生存期間

 第一節賀験力法

 第二節 實験成織

第三章 精姦ノ「T一ヌズ線ニコル超生駿染色

次

 第一節實験方法

 第二節 精患ノ「ヤーヌス糠趨生髄染色像

    二就テ
 第三節 精嚢ノ「ヤーヌス線染色ノ存鰻期

    間

 第四節精義ノ「ノイトラール赤染色二就

    テ
第四軍 實験成繍ノ総描

第五章考案及文戯

   緒  識

   引用文厭

緒   言

 動物価鰹テ構成スル細胞中固有運動テ螢ムモノニハ血液細胞・聾毛細胞及精鐘アリ．絢組

織中二存スル組織球及組織性肥炸細胞モ固有運動チ有スルモノト思考セラルルモ英ノ運動ハ

著シク緩除ニシテ血液細胞ノ旺盛ナル運動能力ニハ比スベクモ非ズ．血液細胞及饒毛細胞ノ

運動二開シテハ甑二報告セル所アリタリ．本研究二於テハ精鑑ノ運動並二「ヤーヌス緑趨空

騒染色二就テ報告セントス．

 精嚢ガ能動的運動チ螢ミ得ル事ハ苗クヨリ知ラレ既二16ク7年Hamm－L㏄w㎝h㏄kニョ

リ接見研究サレテヨリ，精巖ハ生物學的研究ノ好個ノ錫照トナリ，多藪革者ニョリ之ガ研究

成艦八相鍾イデ報告サレ，’且ツ1903年Iw・noff t四〕ガ馬二於クル人工性娠術テ蟹表シテヨリ

英ノ實際的確用方面ヨリ精嚢ノ研究ハ益々盛トナリタリ．印チ精騒ノ生存顯澗，精愚運動ト

「イオン作用・酸度・透濠墜・温度等ノ開係二於テ開明セラレタル∫折多シ．之等學者ハ運動可能

ノ精盤ハ生活構鐙ニシラ運動不能ノ精錘ハ死滅精鑑トシ，固有運動ノ有無ヲ以テ精鑑生死ノ

判別テ行ヘリ．余モ亦之ヲ妥鴬トスルモノテルモ荷積蟻ノ運動機能二關シテ2－3ノ生物學

的観察ラ試ミクリ．

 叉「ヤ□ヌズ箱亀生離妻染色ハ「ミトヒョンドリア」染色法トシテMichaeuis（ωニョリ倉一メラレ
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1860 塚     本

テヨリ，Laguesse｛2畠〕，Bensky川〕，Cowdry㈹，Parat et P呈in1evεエ37〕等二…1リ用ヒラ1ノ，

本染色法ニヨリ種々細胞二於クル「いビヨンドリア」テ謹明サレタリ．耐シテ裁鮮細胞二於

デノミ「ヤ・ヌズ糠染色可能ナル事ハ知ラレタル事費テルモ該染色法ガ如何ナル程度二細胞

生命ト關係スルモノナリヤテ薩實二護明セルモノアルヲ魏カス．余ハ「精嚢二於テ「ヤーヌス

織いピョンドリア」染色ト運動機能トチ併セ瞼シ，前者ノ細胞生命反廠トシテノ便値ヲ研

究セリ．

第・章 精墨ノ運動速度

                第一・節實験方法

 寛験材料一專ラ健康人ノ精液チ使用セリ．即ヂrクロム硫酸ヂ以テ清浄ニセル小試験管内二流入セラレ

タル精液テ，空気ト接隅シテ空中炭酸瓦斯或ハ乾燥警ノ障碍的要約ナ除去スル目的テ以テ，直テニ清浄ナ

ル注射器内二採取シテ茶ノー端テ注射針基部チ以テ氣密二対ジ，37一度ノ艀寵中二貯ヘタリ．沮射器ノー端

チ圭ホズルモノハ注射針ノ針部テ折リ取リ，該基部テτワせリン」ニテ圭才シタルモノナ以テセリ．

 貿験方法一37座ノ艀竈中二貯ペタル注射羅ヨリ精液ノー滴テ取リ，清浄ナル裁物甫子ト覆蓋硝子トニテ

血液ノ新鮮標本テ作ルノト全グ同一カ法ニョリ締液ノ新鼠瀬本ラー製作シ，覆蓋硝子ノ周圃ハ「ワゼリン」チ

以テ封繍セリ．穣本製作時二於ケル操作ハ迅速ナルテ炎ス、雨シテ精液ノ量ハ少ナキニ過グレバ精鑑ハ早

期二死滅シ，叉大量二過グル時ハ鏡検二不便ニシテ，穣六二於ケル精液暦ハ適憧ナルヂ要スー

 精姦運動遮度ノ測定ハ金ク白斑球ノ遊走速度ノ測定ト同一方法チ州ピタリ．郎チ37度二調節セル加温箱

内＝装備セル顧微鏡ニヨリ糟錨ノ運動チ「アッベ氏描磁器ニヨリ描薔紙上二描篤シ，之チ「スイス製出纏計

チ攻テ測定セル毛ノナリ．恒シ精錨ノ運動遮度ハ白血球ノ遊走遮良二兆シ著シク大ナルテ貝テ，沈浸装置

ニコル時ハ部ツチ測定皇不便ナルテ少テ，余ガ實験二於テハ「ライツ」ノ小型顯微鏡ニテ接眼レンズ」4，

接吻レyズ」7チ用ヒ，描篤紙上二於ケル線擦大友・・1200・000倍，1縮患ノ測定時間ハ精簸ガ該視野ヂ横

ギリ運；動スル期間金部テ測定セリ．該測定時間ハ4紗乃至15秒チ異セリ．而シテ緒盤運動遮度ノ37産二於

ケル時間的蟹他ノ観察ノ場合ニハ，37度ノ艀竈中二貯ペタル澁射継内精液ヨリ2時間毎二標本ヂ作リテ各

時間ノ運動連変ヂ測定シクリ．各紙包ノ運動地剣則定時間モ貯藏経過晴間二従ヒ1分進延長翻察セサ

 臓姦ノ運動連漢ト温度トノ關係チ研究スルニ悩田テハ杉山教授考案ノカロ温箱ノ代1二皿i湖be「9氏ノ顯

微加温並二冷却装置テ使用セリ、該装置ノ構造反ピ原理チ略言巴スレバ，駆微鏡裁物机自己テカロ温或ハ冷却

スル毛ノニシテ，裁物肌ノ温度ハ裁物机ノ周囲ノ溝中二装置セ・寒駿計ニヨリ指示セラル，實験二億リテ

ハ加温或ハ冷却セラレタル裁物帆上二裁物硝子穣本チ置キ，更二蔵物硝子標本上＝ハ金解嚢覆議1チ嚢ヒ以

テ標本金髄チー様二裁物机ノ温度ニカロ温或ハ冷却スル様工夫サレタリ．而シテ加温スル場合ノ熱源ハ電戴

或ハ温水チ用フルチ待．師チ裁物机内ニハ螺旋形ノ電熱鰹チ壊装シ裁物帆金髄テー梯二加温サレ，自動調

節器ニヨ・1一定温度二調節セラレ温痩ノ酬繕ハ騒メテ微小ナリ・温水テ以テ加温スル場合ノ温水ノ通路ハ

電熱髄ノ間チ螺旋形二通ズ．叉冷去隙験二際シテハ冷水成ハ雲状炭酸テ用フ．雪状炭酸チ用フル時ハ裁物

机ハ零下10痩或ハ15及迄冷却セシメ得．ザボンペ」目リノ雪状炭酸ハ調節器ト安全装置チ艦テ裁物机内ノ螺

旋形通路二入ル地ク考案サレタリ．糠轟ノ運動連度ト温度トノ鰯係テ研究スル場合ノ賞験方法ハ該項目下

二詳述スヘシ．
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諸種細胞二於ケル生命厘騰ノ吟味 1861

              第二節實 験成 綾

             第■項精錘ノ運動状態二就テ

 前節言巳載ノ方法ニョリ得タル健康人ノ精液ヨリ無染色新鮮標本ヲ作リ，37度二調節セル

Eisenbe・g穎微加温装置ノ上二鏡楡シタル結果，生濡セル精盤ノ形態學的所見並二共ノ運動

珂犬麓…テ述ブレ’ざ｛欠ノ女ロシ．

 視野ニハ極メテ多数ノ精簸テ認メ，而シテ種々ノ方向二極メテ活嬢二運動セリ．而シテ白

血球ノ「アメーバ穣運動二慣レタル誓等ニハ兵ノ運動ノ活渡ナル事甚ダ驚異二償ス．今精鑑

ノ形態學的観察テ行ハン属メ顯微鏡裁物机ノ瀦度ヲ五〇劇勺外二低下スル時ハ，精盤ノ運動ハ

産ダ微弱トナルー蜘チ精盤八頭部・頸部・連結部・尾部ヨリナル．頭部ハ平面ヨリ観察スル時

ハ楴固形ニシテ働面ヨリ概察スルトキハ梨子状テ星シ前端ニテ稿尖リタル形テ有ス．即チ頭

部ハ殊二共ノ前年二於テ蚊ドセラレタル形デ育ス．叉頭部隊二後孚ハ光ノ屈折力強大ニシテ

頭部ノ前半ト後半ノ境界ハ歴々明瞭二観察シ待ラル．狗頭部ノ大サハ個々細胞ニョリテ可ナ

リノ大小ノ作スルチ諸メシム．頭部ハ無染色勘鱗標本ニテハ特殊ノ構造テ示サス．

 頸部ハ無構造ナル甚ダ納キ部分トシテ頭部ト連絡都ノ中間二微カニ認イラル．蓮緒部ハ基

ダ納長キ圓筒形ノ部分トシテ認メラひ，火ノ長サハ頭部ノ1倍乃至1供中位ナリ．光ノ屈折

方人ナリ．

 尾部ハ極メテ綿長ク，頭部ノ長サバO偶乃至15倍モアリト思ハル．全ク無溝造テ星ス．

 以ヒノ如ク完成セル精鎧二於テハ原形質破膜或ハ原形質物質ハ精嚢ノ何レ部分二於デモ新

鮮穣六二於テハ殆ンド之ヲ認メ得ヂノレモ，比較的幼若ナル精強靱チSp・rmatiden二属スル

モ！二社リテハ術多量ノ或ハ僅少ノ原形質物質ノ存スルヲ明瞭二認メラル．蜘チ精嚢ノ頸部

及連結部二営リ遊ダ海キ多クハ無難遣透明二見ユノレ原形質性被膜トシテコノ部ラ蔽ヘルラ見

ルー更二多量二原形貨物質テ有スルモノニアリテハ頸部・連綿郡及一部八尾部ノ起始都二夏

リテ紡錘形成ハ図筒形ヂ星シテ原形質物質園縫シテコノ都ハ太ク見ユ，叉稀二原形質物質ガ

精簸頭部ノ後年及連結部二亘リテ集リ係シ，頭部ハ牛バ原形質物質内二理濠セルガ如キモノ

アリ，叉原形質ガ連結部ノー側二於テ袋級二突起シ共ノ大サハ頭部ノ3分ノ1或ハ2偶六二

進達スルモノアリ．叉甚ダ稀二頭部ノ殆ンド全鰐ガ原形質中二型渡セルモノアリ，カカルモ

ノニアリテ八尾部ハ遊ダ短カシ，f吉川上ノ知ク原形質物質ノ多量テ有セル精錘ノ頭部ハ原形

質物質ノ殆ンド認メラレヂル完成セル精錘ノ頭部二比シ納大形ナリ．

 荷甚ダ稀有ナレドモ精雄ノ種々ノ崎形型ノ作スルヲ認メタリ．師チ2頭テ有スルモノア

リ，2星テ布スルモノアリ．叉頚部二於テ頭部ガ独ク後方二屈折セルモノアリ．

 次二精簸ノ運酬大雄二就テ連プレバ，精強ハ共ノ瑚部テ前ニシ，長キ尾部ノ鞭打的運動ニ

ヨリ前進スルモノニシテ， 該前進運動ノ場命精鑑頭部ノ右或ハ左ノ緩徐ナル旋廻運動テ件

ヒ，且ツー直糠二前進セスシテ綾カナル蛇行形ヲ星シテ前進ス．コハ恐ラク尾部ノ鞭打的運

動ガー不面内二行ハレザル属カ1或ハ精嚢全鑓トシテ多少棚韮舳二鉄クル所ノ作スル爲ナルベ

シ．カカル旋廻運動式ハ蛇行前逃ハ温度テ低下セル場合二於テ明瞭二認メラル．温度テ37痩
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二上昇セシムレバ精嚢ハ極メテ活綾ナル運動テナシ，殆ンド兄テ直級的二運動シ，前進方向

ノ障碍物ハ之テ迂廻スル事ナク突貫前進ス．

 完成セル精鐙ガ活濫ナル運動テナスハ勿論ナレドモ，上述ノ地ク英ノ連結部二歩最ノ原形

質物質テ有スル比較的幼若ナル精鑑モ活綾二運動ス．又頭部ヲ夫ヒタル尾部ノミガ活濫二前

進運動テナスアリ，印チ偶然人工的二頭部テ失ヒタル頸部・蓮緒部及尾部ガ愉運動可能ナル

テ認メタリ．父上述ノ崎形精巖鋤チ2頭ノモノ或ハ2星ノモノ或八頭部ガ頸部ニテ強ク後方

二屈曲セルモノモ運動ゼルテ認メタリ．

          第二項 精巖ノ運動速度反英ノ時蘭的蟹化

 37度ノ弼竈中二貯ヘタノレ注射器内精液ヨリ2時間毎二新鮮穣本テ作リ，各時間毎二22乃至

                      5個ノ精盤ノ運動速度ヲ測定シテ薬ノ平
   第1表精巖運動速度ノ時間的愛化
                 （3アC）  均速度ヲ計算セルニ第1表二示スガ如キ

纏適時間 平均速度1最大連痩 観察運動
1時） （分一m』L〕i（分一“m・） 細胞籔
0     一

P・3631412㎜000 20

2 1．1515912制33 18

4 1．05904rユ蛎OOO 22

6
    『1．00981

2氾6250 20

8 O．65821 1．33000 20

10 046117 1．08000 20

12 O．48班8 O．50000 10
I

14 0．08226 O．15714 5

ユ6 O．0025 10．G152 5

1，363m，m．ニシテ，黄ノ中最大速度テ示ゼルモノニ於テハ1分間2．2m・m・ナリキ．

ハ貯藏時間ノ経過ト共二漸次小トナレドモ，第6時間目二於デモ荷工分間1．Om－m一テ運動

シ，夫ヨリ急激二運動緩慢｝ナリ，第16時間口ニハ0－0025m・㎜・トナリ，第I8時間目ニハ凡

チノ精嚢ハ運動テ停止セリ．最大速度モ時間ノ経過二件ヒ減少スレドモ第］O時間目ニテ街

 第工圃 精強ノ運動速度ト時間ノ開係   1．08m，m、テ表ハゼリー

               （3アC） 第1表ノ成績ラ開示スレバ第咽ノ如クナ

連；釧

動

速20
度

分

リ

メ

ト

ル
）＆ol

釧
’

一
、

、

、 一一一一一 ﾅ大連庇
、

、
均速艇

、

、

03

⑪ 2 卓 6 8 ヨ漣脾硲 8
経 遇 時 間

18

成績テ得タリ．但シ尾部ノ運動ノミテナ

シテ精鑑全鑓ノ前進運動ナキモノハ之ラ

測定セズ．叉1個精錘ノ観察時間ハヰ秒

乃至15秒ニシテ，貯藏経過時間長クシテ

精盛運動緩慢トナレルモノニ於テハ擬察

時間ヂ1分遣延長シ，個々精嚢ノ1分間

ノ平均速度チ計算シクリ．

 第1表二見ルカ如ク，精騒ノ精液中二

於ケノレ平均運動速度ハ37度二於テ1分間

             平均速度

ル．

 精簸ガ死滅スル迄二運動セル全運動距離ハ

第1圃二於テ幽級ニテ国マレタル砥鮫チ以テ

表ハサル．今之チ概算スルニ62－35c，m．彊テ

得タリ．卵チ精騒ガ16臣事嗣二運動セル距離ナ

リ．

 尚精鑑ノ運動旺盛ナル時ハ殆ンド直級運動

テナセド，長キ経過時間ノ後二於テ精鐘運動

微弱トナレル場合二於テハ歴々精簸ハ国運動テナスモノナ認メタリ．
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諸種細胞二・於ケル生命反騰ノ吟味 1863

           第三項 精墨ノ運動速度ト温度トノ關係

 實験方法 本實験二於テハE1senberg氏穎微加温並二冷却載物机ラ「ツァイス」犬型穎微

鏡二装置シテ使用セリ．該裁物机ノ構造噸理ノ大略ハ既述ノ如シ．室温以上二加温スル場

合ハ電電テ用ヒ，室温以下二冷却スル場合ハ雲状炭酸ヂ用ピタリ．而シテ實験温度ハ零度乃

至55度ノ廣範園二夏リ，該範園内ニテ5度或ハ2度ノ間隔テ置キナ精嚢運動速度ノ愛化ラ研

究セリ．

 賢験材料ハ回シク人精液ニシテ，標本製作方法並二運動速度測定方法八本節初頭二記述セ

ル如シ．但シ顯微鏡撰大度ハ前記ノモノヨリ更二弱接大トシ，「ツァイス接眼レンズ」K7，

接吻レンズ」20テ用ヒ，描書紙上二於ケル級鑑六度289，998倍トナリタリ．而シテー精嚢ノ

運動速度測定時間ハ30秒乃至工分トシタリ．

 一定温度二於ケル観察精錘藪ハ前進運動ヲナスモノ10個トシ，不動ノモノ或八尾部運動ノ

ミニテ前進運動テ螢ミ得ツル精鑑ハ之ヲ測定セチリキ．両シテー濃度毎二室温二放置セル密

封注射器内精液ヨリ新鮮漂木テ製作使用スルチ可トス．特二著シギ高温或ハ低温二於クル實

験二於テ燃ハス．印チー標本テ藪種温度二夏リ蓮綾使用スル時ハ経過渡熟成ハ寒冷ニヨリ
                                        ，
殊二温熱ニヨリ精錘ハ容易二障碍セラルルガ馬ナリ．耐シテ速度測定ハー定温度二加温或ハ

冷去Pサレタル裁物机ビニ標本テ加温或ハ冷却スルコト充分ナラシムル爲メ5分乃至10分後二

開始シクリ．

 賛駿威綾

 上逸ノ如クEi舳ber9氏顕微加湿並二冷却裁物机テ使用シ，人精嚢ノ零度乃至55度ノ温度

範園二於クル運動速度テ測定セシニ，其
                     第2表精巖ノ運動速度ト温度トノ關係
ノ威綾ハ第2表二示ス如シ．之テ曲線デ

                         平均速度  最大連度  観察運動
以テ闘爪スレバ第2圖ノ如クナリタリ．  温渡C。
                         （分一m凧）（分一m血）1細胞歎

但シ實験時二於ケル室温ハ2αO度ニシテ   o  OmOOO  αOOOOo  0

20度以上ノ湿度ハ加温シ，以下ノ温度ハ    3   α03965  0・06206   2

冷却セリ．     ・ α1・…皿1…1・
第、表及第、圏ノ明示ス州ク，人精1：lll：lfl：l11111，1

                     20       0－31687     0．90682       10
盤ノ運動速度ハ温度ニヨリ影響サルル事   22   0仰10  1．03螂   10

著シク大ニシテ，且ツ両者間二一定ノ開   26  0・97096  1・51712  10
                     30       1．23300     2．19982       10
係アルテ知ル・．蜘チー定温度範園内二於
                     35      1－42747     2．13086      10

テハ漉度ノ上昇スルニ從ヒ精嚢運動ハ漸   37   1．g埴605  2－94804   10

次活綾トナリ，一定高温度ニテハ運動速   40   2133n9  4144792   9
                     42       2．41257     4．13760        7

度ハ最大三遠シ，而シテ該温度ヲ越エテ   45   1．34034  Z04122   5

温度チ上昇セシムノレ時ハ精錘ハ部ツチ高   48   1仏785  2・23430   5

                     500．232740．413762熱ノ爲〉障碍作用テ蒙リ運動速度ハ急激   55   ㏄OOoo  ㏄OOOO   O

二減少スルチ認ム．郎チ室温（温度20度）
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1864 塚     本

   第2国 精巖ノ運動速度ト温度トノ關係    二於テハ精鑑ノ平均運動速度ハO，34

                       68クm．m．ナリシニ温度テ22度，26度，

                       30度ト逐攻上昇セシムレバ速度ハ漸

蕃蕊         次大1ナ1…度一於テハ葉ノ平均
蓑醐         繊ハ賢一1・・・・・・・…一増・大七

分2書                      リ．温度チ更二上昇セシメテ42度二
！

                       至レハ精騒ハ最大速度2．41257m．m．
サ

メ                           テ示セリ．更二42度ヲ越エチカ卸熟ス

ト

ル                       レハ精嚢ハ高温ニコル障碍作用ニヨ

                       リ英ノ運動ハー時ノ興奮ノ後急激二

  0 5 1015釦 蘭 範 聾 仰 侮 副 露  緩慢トナリ途二無硬度ノ燭メ運動停

        温   度        止スルモノニシテ，加熱スルコト約

10分後ニハ前進運動テ螢ム精鐘ハ極メテ少ナク，且ツ中ニハ稀二百ナリ活綾ナル運動ヲナス

モノモアレド多クハ緩慢ニシテ葉ノ平均運動速度ハ俄然急激二減少テ示シクリ．耐シテ温度

55度二達スレバ精強ハ直テニ錐死シ，加熱10分後ニハ運動精強テ認メス．

 更二雲状炭酸ニョリ室温ヨリ冷却シ，15度，10度，5皮ト漉度ラ下降セシムレバ精嚢運動

速度ハ漸次減少シ，前進運動ラ認メラノりレ精錘ハ瀬ク筋トナリ，5度二於ケルー精盤ノ運動

速度ハ健二0．13102m．m．ナリ．五二温度ラ下降セシメ温度3度二於テハ荷微動ヲ示セルモノ

アルモ，零度二於テハ凡チノ精鐙ハ企ク静止ノ状態ニアリタリ．

 精錘ノ示ス最大速度モ平均速度ト同様二湿度ノ上昇二件ヒ増大セリ．全實駿テ通ジテ最大

；重度ラ示セルモノハ40度ニカ全ケルー精鎧iニシテ運動逃；度＝ハ實二斗．斗4ク92m－m．テ示セリ．37度

二於ケル最大速度ハ2．9480斗m．m．テ赤シクリ、

 以上ノ實験戚繍テ第2圖二於テ通魔スルニ精鑑運動ハ3度乃至50度ノ範鰯二於テ可能ニシ

テ，3度ヨリ温度ヂ上昇セシムレバ火ノ連動速度ハ温度22度位迄ハ徐々二大トナリ之ヨリ急

激二墳大シテ温度斗2度二於チノ・違二共ノ極鮎二達ス．靱チ全鰹トシテ運動速度ハニ次ノ地物

級ヲ嚢キナ上昇ス．与2度以上二湿度ヂ上昇セシム1ノバ速度ハ急激二下降ス．昌Pチ42度ラ頂鈍

トシ杣野性ヲ夫ヘル富士山形テ星セリ．

 本項ニテ得タル37度二於ケル運動速度ハ前項二於テ得タル戒綾二比較スレバ相大ナリ．

、

、

蝸側蕊訓

一一一一一 ﾊ大通底

平均遠鹿

2o

ii
’’1

’

’

’

’

’

’’
’

’

一
■

’
㌔

、

、

oo0 5 0 15釦蘭範聾仰 侮副露

第二車 橘姦ノ誰外二於ケル生存期間

              第一節實験方法

 實験材料及實験方法ハ第一章二於ケルト殆yド同一ナサ．師チ37度ノ蝿縄中二貯蔵シタル控射器内ノ糠

裾ヨリ2時間毎二無染色新鮮標本チ作製シ，亘is㎝beTg氏顕微加温裁物机チ用ヒテ37痩二於テ観察セリー

各時間二於テ125乃至457個ノ清盛テ観察シ，其ノ中ノ何「ハーセyト」ノ精盤が運動セルカチ各時閥毎皇測

定シクリ、
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誠種細胞二於ケル生命反騰ノ吟味 1865

               第二節 實 験 威 療

費駿成績ハ第3表二示スガ如シ．

         第3表 精最ノ生存牽（37’C〕

    ，^動細胞 ！
@   ≡百分筆    「

静止細胞
1

経過時間（暗） 運動細馳藪 静止細胞数
百分率

観察細胞総籔
1

』 ’ 一

o 56 69 52．80 49．20 」  125

2 64 82 43．84 5a16 1 146
4 61 88 4094 5軌06

6 54 92 3699 63．01

8 52 164 24．Oフ 7533

≡  149  146：  216

10 13 136 8．72 91．28 149

12 8 192 4．OO 96．OO

14 3 297 I．00 I 99．OO 300

16 1 456 O．OO 1Oα00 457

 蜘チ直後二於テハ52・8劣二於テ精盤ハ運動シ，仰、2％ノ精嚢ハ金ク静止セリ．而シテ運動

セル精盤ノ数ハ肝臓時間ノ経過ト共二漸次減少シ，第8時間目二於テハ約争減シテ2年1％ト

ナリ，第14時間目二於テハ健二1．O％トナリタリ．第16時間目二於テハ極メテ稀二微動スル

精盤テ認メ，第］8時間目ニテハ凡チノ精強ハ共ノ運動テ停止セリ．

第三章 精鑑ノ「ヤ□叉ス緑二目ル超生彊染色

                第川節欝駿方法

 實験材料州第一章及第二章ノ實験二於ケルト同様ナル人頼精液チ用ヒ，英ノ採取及貯蔵カ法モ叉前輩言巳

載ト同一ナレバ之チ省鴫ス．

 「ヤーヌス線ニコル染色方法ハ普通吾人が血液細胞二用ヒタル「ノイトフール亦二貫ル超小髄染色標本作

製ノ方法チ慮用セリ．方法テ簡単二記述スレバ次ノ姉シ．

 ゼクロム硫酸チ貝テ滴浄ニセル裁物硝子チ健二温メタル上㍉「ヤーヌス艦ノ1萬倍銘酒締溶液テ滴下

シ，直チ＝裁物捕子チ飛直二置ク時ハ裁物硝子上二一様ナル瀬キ色素膜テ生ズ．次二精液ノー滴テ裁物硝

子色素面二滴下シ直テニ覆叢硝子チ騒キ「一ワぜリγ」ヂ以テ封ジ鏡検セリ、使用セルrヤーヌス線ハDL

K町1Ho11b・m製ノJ肛nus（棚n（B船ich・o・・）トス．「ヤーヌス線ノ化學構遺式ハ次ノ如シ．

        …一◆一・一／＼・・1小一・（…）・
      帆一リ犬」／1一し

           C1／＼
             ■

             ＼／

師チD…aethyIsaf誠nin砒。d三mothy工日ni1iロナリ．

         第二節 精錘ノ「ヤーヌス糠趨坐髄染色像二就テ

前述ノ如クニシテ作製セル穣本ヂ20度二調節セル穎徴カ瀬装置ノ上二於テ鏡検セリ．

完成セル精嚢二於ケル染色像，「ヤーヌス線ハ細胞二対スル毒性可ナリニ彊カナル爲メ本

                   【85】



1866 塚    本

色素染色標本ニアリテハ精鐘ノ生存期間ハ著シク短縮サレ，英ノ運動機能モ急激二障碍サレ

4－5時間ニシテ精嚢ノ運動全ク停止ス，而シテ染色操作後一定時間ノ後ニハ「ヤーヌス線ニ

ョル特殊ナル穎粒染色ヲ星スルチ認ム．師チ染色穎粒ノ州現部位ハ精騒ノ連結部ニシテ，該

部二於ケル中心索ノ両側二於テ極メテ微小ナル染色穎粒ノー列二並ヒテ出現スルヲ見ル．英

ノ色調ハ初期馳チ30－40分後二於テハ淡緑色ニシテ漸次濃染シ，ユ時間乃至工時間半ニテハ

深線青色トナリ願粒ノ大サモ慎二増大ス．穎絞染色未ダ淡調ニシテ染色ノ初期ニアルモノハ

精騒ハ活綾ナル運動ラ螢メルモ，漸ク濃染シテ穎泣ガ暗線色ラ星スル時理ト於テハ色素毒性

ノ爲メ精蟻ノ活動カモ著シク障碍サレ英ノ運動速度ハ甚ダ微弱トナリ叉ハ運動全ク停止ス。

運動停止セル場合二於テハ染色黒頁粒ノ観察容易テルモ，運動セル精嚢ノ染色穎粒ノ観察ハ容

易ナラズ．期ル場合ニハー時低湿二放置シ運動テ停止セシメテ観察スルチ便トス．

 精嚢ノ運動停止ノ前後ヨリ精嚢頭部八色素ノ溺蔓性染色テ呈シ淡維青色ヂ星シ漸次緑青色

けル．北ノ時期二於デモ頸部ノ穎粒ハ著明二染色シテ係シ，精嚢ノ運動停止後永ク残存ス

レド，結局ハ漸攻縫色消失ス．精嚢ノ尾部ハ終始殆ンド染色テ現ハサズ．稀二濃染セル微小

染色穎粒ガ1個或ハ2個出現ス．

 原形質物質テ多量二有スル比較的幼若ナル精鑑ノ染色像，蓮緒都或八頭部後端ヨリ蓮緒部

二夏リテ紛錘状二隆起シ或ハ連絡部ノー側二於テ続節秩二或ハ袋炊二突州シテ筒多量ノ原形

質物質テ育スル幼若精嚢二於ケル「ヤー員ス糠染色像ハ又特殊ナル観テ星ス．副チ連結部二

於ケル中心索二直接之ト接シテー列二排列スル微小染色穎粒ノ出現スルハ完成セル精盤二於

クル所見ト同一ナレドモ，筒斯ル懸粒以外二染色穎粒テ現ハステ見ル．副チ精嚢蓮緒都二於

テ紡錘状二隆起シ或ハ結節状又ハ袋状二一側二於テ突起セル原形質物質内二染色穎泣出現

ス，該原形質内果頁粒ハ連結部中心索ノ周園二現ハルル穎粒二比シテ稽大形ニシテ漸次増大シ

テ，深青線色固形ノ穎粒トシテ現ハル．果頁粒ノ数ハ1個乃至5－6個ニシテ英ノ大サ二大小

不同アリ．一般二連結部二於ケル原形質物質テ大最二有ゼルモノニアリテハ穎粒ノ数名数ニ

シテ少量ノモノハ少数ナリ．略理部位ハ原形質物質ガ紡錘状二階趨ゼルモノニ於テハ多クハ

此ノ部二於ケル中心索ノ両側二2－3個宛ノ穎粒ヲ認メ，原形質物質ガ結節状或ハ嚢状二突

起ゼルモノニ於テハ突起セル原形質中二於テ中心索二近キ部二類粒出現ス．期ル原形質内穎

粒ガ未ダ濃染セズ淡緑色ノ場合二於テハ精嚢ハ活機ナル運動テ螢ムモ，深青糠色或ハ碓紫艦

色二濃染スルニ重レハ精掻運動ハ微弱或ハ停止ス．期ノ如キ原形質内穎粒ハ漸次増大濃染シ

テ深青緑色ノ園1形大願粒トナリ更二時ラ経レハ多数穎粒中ノ1個或ハ2個ハ漸次帯紫青色ト

ナリ遼二紫色二蟹化シ，深青緑色ノ果頁粒ノ混在シテ存ス．愉深青糠色懸粒ハ精強ノ頭部多ク

ハ後孚ノ都二於テ茶ノ周園二1個或ハ2個ノ少数二於テ現ハルル時アリ，叉尾部ニモ稀二出

現スル時アリ．

 叉更二幼若ナル精墨即チSpematid㎝二属スルモノニシテ，精鐙頭部ガ多クハ縮固形ノ

細胞原形質内二構固形ノー端檎尖レル形トシテ出現シ未ダ尾部ノ形成テ見ザルモノ，或ハ形

成サ・ノタル頭部ガ細胞原形質外二慎二突出シ短小ナル尾部ノ形成アルモノニ於ケル「ヤーヌ
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諸種細胞二於クル生命反騰ノ吟味 1867

ス緑染色穎粒ノ出現部位ハ相異ナレル趣テ星ス．印チ固形時二健二長味ヲ有スル濃染穎粒ガ

繍轟頭部二変形シツツアル細胞核ノー側二於テ多数集在スノレ時アリ，叉核ノ周園二核｝密接

シテ並ビ現ハルルモノアリ，叉全ク散在性二原形質内ニアリ．

 完成セル精嚢二於テハ運動停止後ノ瀕蔓性染色テ星スル際二精簸頭部ハ淡糠青色或ハ緑青

色トナリ殆ンド無構造ナ・ノドモ幼若精嚢二於テハ濃染スル傾向テ有シ頭部ハ深緑青色ヲ呈シ

又「クロマチン構造テ歴々認メラル．

          第三節 精盤ノ「ヤーヌス緑染色ノ存綾期間

                       注射器内二充タシテ37度ノ卵睾竈中二貯
 第4表精巖ノ「ヤーヌス維染色ノ存続期間
                 （3τC〕  ペタル精液ヨリ2時間毎二1滴宛ヲ取

纏過時間
 （階）

2

4

10

12

14

ユ6

陽性細胞諦
羊！

34r65
31∫

引・・

14ユ51
37」

6ユ40
34j

2129
27∫

111・・

ll・

撮・

81・

陰性細胞拳

35

41

49

60

71

85

93

96

ユOO

観察細胞数

100

100

100

100

100

100

100

200

200

恐ラク何等；カノ原因ニヨリ慈動セサル死滅セル精鐙ナリト思ハル．

緑染色能ハ雑藏時間ノ経遜スルニ從ヒ漸次低下シ，染色穎粒陽性ナル精羅ノ数ハ減少シ，直

後二於テハ65ヌ6二於テ陽性テルモ，第8時間目二於テハ字減シテ29％トナリ，更二第14時間

目二於テハ｛韮二4名トナリ，第］6時間目二於テハ観察細胞200個中1個モ染色陽性ナルモノ

ヲ見ザリキー経遡時間ニツレテ染色穎粒陽性ナル細胞籔減少テ來スト同時二，出現スル染色

黒頁粒ノ数モ少数トナリ，且ツ色調モ濃染スル事ナク産ダ淡調ニシテ精巖ハ短時間ニシテ容易

二死後染色劔チ繍蔓性染色二移行スルモノトス．袈之，本實験二於テハ37度二於クル精鍛ノ

「ヤーヌス総染色ノ存絞螂1珊ハ1斗時間ニシテ，16時間目ニハ殆．ンド金ク陰性トナリタリ．

 命本貫験二方きテ精盤ノ「ヤーヌスき暴ニコル趨牢鑓芸染色懸泣出現ノ存≡陵時間二開スル妓綾第

4表ト，第2章二於テ禍タル精嚢運動ノ存絞時間二闘スル成績第3表トチ比較ゼンガ爲メ圏

示ス・ノバ第3圖ノ如クナルベシ．

 白Pチ騒外二取出シ注射播内二容・ノテ37度二於テ保存セル精液中二於ケル精鑑ノ運動陽性ナ

ルモノ割チ生活セル精掻）百分率ト，「ヤーヌス綴ニコル趨生麗染色穎粒陽性ナル精嚢ノ百
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リ，「ヤーヌス級染色ヲ施シテ染色陽性

細胞率テ各時間毎二観察セシニ，第4表

二示スガ如キ成績ヲ得タリ．

 但シ表中記號ノ中十十八多数ノ濃染穎粒

ラ現ハスモノ，十八少数ノ濃染穎粒或ハ

淡染穎泣テ現ハスモノ，一八穎絞染色ノ

全ク陰性ナルモノラ意味ス．

 表二於テ明カナル地ク，直後二於テ染

色穎粒陽性細胞率ハ65％ニシテ，染色穎

粒陰性細胞率ハ35％ナリ．師チ余ノ實験

二於テハ最初ヨリ染色陰性細胞可ナリ多

数二認メラル．期ル染色梁眞粒陰性ナル精

鐙ノ大多野ハ完成セル精巖ニシテ，コハ

       而シテ精鑑ノ「ヤーヌス
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     第3圃精  巖      分率トヲ各2時間毎三観察セシニ，第3闘二

                   示スガ如ク雨音ハ極メテ密接ナル開係二存ス

運                  ル事テ窺7ヲ得ベシ．爾蕎ハ側レモ第16時間
動
細601一’               目二於テ金ク陰性或ハ殆ンド金ク陰性ドナ
胞
及                   リ，各時間二於ケル両者ノ陽性細胞ノ石分率
染
色柵                 ハ縫枷時間二從ヒ五二柵絹聯シ並行シテ減少
陽

性記           スル事明カナリ．但シrヤーヌス線染色陽性
細

雪釦        百分率ハ運動機能雛ナル精強ノ百券率二比
百10
分           シ何レノ時間二於デモ少シク大ニシテ，両者
牽
  0 2 4 6 8 10 12 14 16   ノ百分率ノ差ハ直後二於テハ約1之％テルモ湖

      擁適時間                   次減少シテ第6時間目以後二於テハ5－6％

トナル．期ノ如ク運動機能ト「ヤーヌス級染色機能トガ．互二鰯聯シテ消長スルコトハ遊ダ興

味アル事費ニシテ，「ヤーヌス織ノ穎絞染色ハ細胞ノ死後染色二非ズシテ細胞ノ生濡カトー

建ノ麗係テ有スル事テ明示スルモノト思惟セラル．

         第四節 精簸ノ「ノイトラール赤染色二就テ

 染色方法ハ通常吾人ガ血液細胞二用フル超生髄染色方法ニシテ，之八本章第工節二1述ペタ

ル「ヤーヌス糠染色武術ト全ク同様ナルテ以テ省略ス．但シ裁物弼一汗二塗布スノレ色素液ハ「ノ

イトラール赤ノ1萬倍酒精溶液テ用ピタリ．火ノ實験成績ハ全ク陰性二終リタリ．自ロチ「ノ

イトラール赤ハ「ヤーヌス糠二比シ精錘二勤スル毒性著シク微弱ナル爲メ，精巖ハ擦木作製

後長時間二夏リ活綾ナル運動テ街ムモ何等ノ顯絞染色デモ出現セズ，人チノ糠轟ハ無染色状

態ニテ活動シ，運動停止後ハ死後ノ瀬蔓性染色二移行ス．印チ精鑑二於テ「ヤーヌス維染色

可能ナル顯粒基質ハ金ク「ノイトラール赤テ撮取シ得ズ．値シ精液中甚ダ稀二兇ル固形綱胞

ニシテ「ノイトラール赤染色黒頁粒テ現ハセルモノヲ認メタルモ該細胞ノ種類明カナラズ．

、
、

、 滋鋤縄馳牽
㌔

㌔

、 一一一一 �F賜憧麹胞率
、

、

、

、

へ

、

、

、

、

、
㌔

、 、

、

00246810121416

第四車 賢竣成績ノ縄播

 第1章乃至第3章二述ペタル實験成績テ総括スレバ次ノ頼シ．

 （1）。精嚢ノ遊走速度二就テ，健康ナル人！精液テ鐙外二1取川シ37度二於テ精鐙ノ精液中

ニテ連動スル速度テ測定セシニ，平均速度ハ1分間賢二1．36314m．m．二達シ，火ノ最大速

度ハ1分間2，2G000m．m一ナル値ヲ得タリ．（但シ平均速度ハ運動セル精嚢ノミノ平均速度ト

ス。）荷實験ノ最紡ヨリ全ク運動セサル精嚢モ多数二認メラレタリ．平均速度バ時間ノ経過

ト共二漸ク減少シ，37度コ61時間ニテハ1分賜傲二0．0025m．m．トナレリ．精姦ガ實験隙始ノ

時ヨリ金ク運動チ停止スル迄二運動セシ全蝋離ハ凡ソ62．35c．m．トナリタリ．

 荷全ク成熟セル精簸（Spcm・tozoen）ガ運動可能テルハ勿論ナレドモ，精鐘連結部或ハ精

範頭部後竿ヨリ尾部ノ初メノ部二當リテ荷多量ノ原形質物質ヲ有シ，強生學上幼著ナノレ精強

娘細胞（Sperm乱tiden）二腐スルモノガ既二尾部ノ鞭打運動可能ナノレバナラズ活濃ナル前進

                 【88】



講極細胞昌於ケル生命反慮ノ吟味 エ869

運動テナスヲー得．文頭部テ夫ヒ〃レ精鐘ノ尾部（頸部及連結部テ含ム）ガ盛ナル前進運動テ

護揮シ得ルハ，精盛運動ガ必ズシモ其ノ頭部テ有スル事テ必要トセズ，精嚢ノ司運動器官ガ

頭部以外二存在スル事ヲ示ス左護トシテ注目二憤スル所ナリ．

 （2）．精嚢ノ運動速度ト温度トノ關係二就テ，精騒ノ運動速度ヂ零度乃至55度ノ溜度範團

二於テ観察セシニ，精鐘ノ前進運動テ管ミ待ル最低温度ハ3度ニシテ，最高温度ハ50度デ得

クジ而シテ平均速度ノ最大ヲ示セル温度ハ42度ナリ．精騒ノ運動速度ハ温度ニョリ著シク

影響サレ，一般二低温ボド速度ハ小ニシテ高温ボド速度ハ増大シ，3度乃至42皮ノ間二於テ

ハ低温ヨリ高温二上昇スルニ從ヒ大魑二次ノ地物線チ盤キナ運動速度ハ増犬セリ．之二反シ

ヰ2度テ越ユル高温ニテハ運動速度ハ急激ナル減少テ來セリ．．

 （3）．鰹外二於ケル精嚢ノ生存期間二就テ，精嚢ノ運動機能ラ標準トシテ葉ノ生存期間テ

測定セシニ，37度ニテ精液中二於クル精鐘ノ生存期間ハ16時間二夏リ，18時間目ニハ凡チノ

精強ハ典ノ運動テ停止シクリ，而シテ精騒ノ生存率ハ時間ノ経過ト莱二峰々第三次ノ鋼物線

テ守苗キナ勃戎少ス．

 （4）．精騒ノrヤーヌス糠染色穎粒二就テ，色素rヤーヌス線テ以テ超生麗染色テ施シ検ス

ルニ精液申二於ケル精嚢ハ美シギ懸粒染色ヲ星ス．而シテSpermatoz0㎝トSPerm2tid㎝

ニヨリ「ヤーヌス綴染色穎粒ノ排列・藪及形態二多少ノ差異テ認メラル．師チ成熟セル精最

（SPermatozo㎝）二於テハ殆ンド金ク連結部二於デノミ出現シ面モ此ノ部ノ中心索ノ両側二

密接シー列二排列シテ現ハルルモノニシテ，深緑青色固形ノ微小顎粒テ4－5個或ハ5－6

個宛テ認メシム．幼若精墨（Spemat冊㎝）二於テハSpematozo㎝二於クルカ如ク運緒部中

心索測ニモ染色穎粒テ認ムレド愉此ノ外二原形質物質内二相大形ニシテ大小不同ノ深線膏色

固形果頁粒テ1個乃至5－6個出現スルチ誌ム．Spemat五d㎝ニシテ英ノ頭部（細胞核）ガ多量

ノ原形質内ユ埋濠セルモノニシテ水ダ尾部テ全ク或ハ殆ンド形成セサルモノニ於クル「ヤー

ヌス緑染色穎粒ハ多クハ細胞核ノー側ニテ大小種々ノ固形微細穎粒ガ集リ存シ、叉稀二原形

質内二散在健二出現ス．

 （5）．精嚢ノ「ヤーヌス級ニコル超生麗染色能ノ存続期間二就テ，精嚢ノ運動存続螂闇テ

観察セシモノト同一ナル賢験材料二就テ精騒ノ「ヤーヌス繰染色能ノ3ク度二於クル存綾期間

ヲ測定セシニ，精嚢ノ運動存綾期間二於ケル｝略々同一ナル戒綾ラ得タリ、師チ精鐙ノ「ヤ

ーヌス維染色陽性細胞率ハ経過時間二件レテ漸次減少シ，コ4時間後二於テハ染色穎粒テ現ハ

スモノ極メテ稀トナリ，16時間後ニハ殆ンド金ク染色穎粒テ現ハスモノヲ認メジメズ．而シ

テ精嚢ノ運動場憧ナルモノ印チ生活セル精嚢ノ百分率ト「ヤーヌス糠染色陽性ナル精嚢ノ百

分率トチ比較スルニ，両者ハ何1ノモ16時間後ニハ殆ンド金ク陰性トナリ運動不能ナル精鐙二

於テハ「ヤーヌス線ニヨノレ穎粒染色ラ見方且ツ両者ノ陽性綱胞牽ぐ時間ノ経過ト共二互二

相關聯シ並行シテ減少チ示シ，精嚢ノ「ヤーヌス級ニョル穎粒染色機能ハ精最ノ運動式ハ薬

ノ生活カト密接ナル鰯係テ育スルモノナル事テ明示スルモノト思惟セラル．
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第王車考按及文厭

           第■節 精鐘ノ運動性及運動速度二就テ

 16η年一撃生Hammニョリ護見サレ，其ノ師ナルLeuw㎝hoekニョリ研究サレテヨリ，

精鐘ガ固有運動ヲ有スル事ハ異状ノ注目ラ惹起シ，諸馨者ノ研究相踵イデ護表サレタリ．而

シテ葉ノ初期二於テハ固有運動ラ有スル事ヨリ精嚢ハ其ノ名ノ示ス如クSp・m乱to．o㎝（精

蟻）｝シテ精液内二棲メル寄生轟ナリト考ヘラレシガ，之ガ護士學的研究ノ結果糖蝿ガ細胞

ナル事ヲ弱カニセラレタリ（Kδ11ikor＝25工）．

 睾丸中二於テハ精簸二運動性無ヰ事ハ周知ノ事ナリ．副睾丸殊二共ノ尾部二於テ健二運動

憧テ賦奥サレ，（Roh1eder㈹），射出精液中二於テハ活綾ナル運動ヲ有スル事ハ多タノ學者

ノ認ムル所ナリ．期ノ如ク運動性テ鉄ケル睾丸精鑑ガ副睾丸二至リテハ微弱ナレドモ運動テ

醤ム事ハ精鐘カ．睾丸ヨリ副睾丸頭部更三尾部二至ルニ從ヒ漸次成熟完成サルルニ依ルナラン

モ（B㎝oit㈱），更二射出精液中二於クル精錘ノ著シク濡駿ナル運動ニハ比較スベク毛非ズ．

蜘チ射出精液二特殊ノ運動賦活作用チ認メチルヘカラズ．該問題二關シテハ多数學者ノ観察

實験アリ．K舳k・r㈹ハ哺乳動物叉ハ両棲類ノ精錘ガー定度ノ「アルカリ性溶液中二於テ運

動活渡ニシテ，静止セル精嚢モ苛煙加里ヲ加7レハ再ビ濡駿二運動セルラ認メタリ．F筍r－

bring鉗㈹ハDe俺kti㎝sspεm・atorrhoeノ患者ニテ，コノ場合ノ精嚢ハ運動セザルモ，同

忠香ニテ普通ノ射出精液中ノ精盤ハ運動性テ有スル事ヨリ，擬撃線分泌物ハSc出口mmemd6

L・b㎝テ欝メル精錘二特殊ノ生濡機能テ賦輿スル能カテ有スルモノト考ヘタリ．叉Stein・・h

㈹，Walcker〔5n等モ精嚢生活二擁護腺分泌物ガ良好ナル影響ヲ及ボスナ認メ，Hirokawa

（20〕ハ轟護腺分泌物ノ期ル特殊ノ賦活作胴ノ根本原因ハ典ノ「アルカリ性二存スルモノナリト

言ベリー然ルニMett㎝1eiter制Lハ或ル物質例ヘバRi㎎er氏液。血清（殊二同種族）・卵白．

卵黄八精墨ノ運動期間ヂ長メ，或ル物質例ヘバ食髄水（0．㍑）・萄葡繍（5名）・擦董湶分泌液

ハ精鐘ノ運動テ旺盛ニシ叉ハ運釧生ナキ精遺例ヘバ副睾丸内積患二運動性ラ賦輿スト言ヒ，

且ツ擁護腺分泌液ノ運動憧賦與ノ特殊作胴ノ原因ハ共ノ「アルカリ性二非ズトセリー而シテ

精墨ノ生存期間二關シテハ今日蓮多タノ學苦ニヨリ種々ナル實験報告サレタルモ，精嚢ノ連

動速度二關スル文献ハ産ダ稀ナリ．人精簸運動速二關シテ最モ音キ報告ハI84五年H㎝一〇U7〕

ニョリナサレタルモノニシテ，氏ハ7，5分ニテ1Zo11（1秒間60μ二相當ス）運動セリト言7．

英ノ後AhH61dt工n㈹及Vierodt㈹ハi分間ノ速度L2－3．6m．m・ナリト言ヒ，Ado1phiω

ハ室温（15一”度）二於クル最大速度1秒間60μヲ得タリ．Sde・・工仙〕ハ1秒間60μト記シ，

E㎝netωハI分間1．2－3．6m．m．ト記載シクリ．笹蝸氏㈹ノ報告ニョレバ37度二於クルlO

秒間二於クル速度ハ0．2－0．45m，m．ナリシト言7、之等ノ實験威綾ト余ノ威綾げ比較スル

ニ大騒相一致スルガ如シ．

 衡種々動物精墨ノ運動速度二關シAd0・pbi｛舳〕ノ報告ニョレバ室温ニテエ秒間二於クル

速度ハ犬ハ43μ，牛ハ67μ，海撰ハ60μ，羊ハ55μ，家鼠ハク0μ，鳩ハ20μ，家雛ハ17μ，竣ハ
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60μ，蛙ハ33μ，鰹ハ50μ，鰹ハ33μ，だつハ100μ，‘わかさぎハ180μナリト言7．

 精嚢ノ運動速度ト温度トノ闘係二就テハ健二笹岡氏（44〕ノ報告アリ．民ノ研究ニョレパ人

精液中二於クル10秒間ノ運動速度ハ4塵二於テO．005一α015m．m．，i0皮ニテハO．05一α15

m．m．，15度ニテハO」一〇．2m．m．，26度ニテハ0，15－O．25m．m．，37度ニテハO．2－045m．m．ナ

リト言フ．氏ノ成績ハ大髄余ノ實験成績トー致ス．精羅生活ノ可能ナル最高及最低温度二關

シテハ多タノ報告アリ．師チ人精嚢ノ騒外二於テ生活シ得ル温度範團ノ境界二就テV・1㎝tin

㈹ハ56，2ヰCロデハ1分後二運動停止シ，62．5C。ニテハ瞬時ニシテ運動不可能トナリ，叉雲

テ以テ冷却セシムルモ凍結セシメザレバ死滅セスト言フ．Mant螂zz・㈹ハ40C目10分ニテ

ハ活濫二，45C口10分ニテハ緩慢二，更二伸σ10分ニテモ筒健二運動スレドモ，50C白10分

ニテハ運動全ク停止セリト．叉低温二關シテハ零度二於テハ勿論運動停止スルモ再ピカ蝿ス

ル時ハ運動シ，更二零下I5度迄ハ之二堪へ得ラルルモ零下17度二冷却スル時ハ金ク死滅ス

ト．Stig1㎝㈹ノ研究ニョレバ最高温度境界ハ48度3分間ノ後燕腕痺ラ超シ，9分冷却シテ

再ビ運動セリト書7．郎チ人糟簸ノ生活シ得ル最蕊湿度境界ハ仰度乃至56度ノ間ニアリ，加

熱時間ノ短時間ナル程最高温度境界ハ高温トナル．狗動物精嚢二於ケル最高一最低温度ハ蛙

二於テハ47度一零下15度ナリト青ヒ（Mantega・z・㈱1），白鼠二於テハ48慶一零下3度ナリト

言ア（越智ω）．

             第二節精嚢ノ生存期間二就テ

 精最ノ生存期間二關スル研究ハ，卵細胞’受胎時期ト卵奥並二子宮二於クル周期的愛化ト

ノ時間的開係テ決定スル學読的見地ヨリ，更二家畜或八人類二於ケル人工受精ノ實際的必要

上多数學者ニョリ報告サレクリ．

 1．精錘ノ髄内二於クル生存期間先ヅ男子生殖器内殊二割畢丸内二於テ精鍾ガ長ク生濡

テ保持スル事ハ多藪撃者ノ想像スル財ニシテ，Se1din〔州或ハNOmbe㎎er（331ハ睾丸ヲ「ラ

ヂウム」，X線等ニテ照射シタル動物ノ副睾丸或ハ輸精管内二30日後二或ハ3－4週間後二

於テ荷運動セル精鑑テ認メタリ．之二類スル事費ハEuschke u．Schmidt（η，Ee㎎㎝iε趾

Tr1bondeauω，Regand et B1anc㈹，Herxheimer u．Hoffmamエ！2〕等ニョリテモ報告サ

レタリ．然レドモ以上ノ實駿二於テrラヂウム」或ハX線作用二体リ睾丸ノ造精鐙作用ヲ完

全二除外セラレ幻レカ否カハ確實ナラズ．若シ去精作用完全ナラストセバ副睾丸内或ハ輸精

管内ノ精鑑ハ照射前ヨリ存セシモノテリヤ或ハ照射後睾丸ヨリ新ラシク途ラレタルモノテリ

ヤ不明ニシテ上述實験成績ハ意味テ朱7．然ルニN通mb6rger｛33〕ハ海猿ノ睾丸テ別拙シ，・

残存セル副睾丸内二子術後14目二於テ倫活綾二運動セル精麹テ認メタリト言フ．

 女二女子生殖器内二於ケル精錘ノ生存期間二關シHoellm u．趾hne09）ノ動物及人類ノ

観察ニョレバ，精麹ハ膣双子宮二於テハ短時間二死滅スルハナラズ，輸卵管中二於デモ葉

ノ生活ハー時的ナリト．師チ輸卵管中二於クル精蟻ガ金ク正常ナルモノニ於テハ輸卵管鹿毛

運動ノ方向二反シ流レニ逆行シテ輸卵管漏斗部或ハ腹腔二到達スベク，精最ノ運動微易易トナ

ル時ハ或ハ運動停止セル時ハ鹿毛運動ノ爲メ子官二向ヒテ押シ流サレ或ハ白血球二貧峻サル
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ベシト言ヘリ．趾。卜Hirsch壬eld㈹ハ炭酸瓦斯中毒死ノ婦人ノ輸卵管中二14－16時間後二

生活セル精騒テ護見セリト．又D舳・s・en・〔ωハ交接後3・去週後ノ婦人ノ癒着セル輸卵管内

二活綾二運動セル精墨テ護見セリト．而シテHoehne u∴BehneハBirsch－Hirschfeldノ場

合ハ死セル輸卵管二於チノ所見二通キズ，又D歳hrs彗㎝・ノ例二於テハ病的輸卵管ニシテ，

共二健康婦人ノ健康ナル輸卵管二非ズ，從ツチ組織反鷹ガ全然典ノ趣ヲ異ニスベキテ指摘シ

クリ．然ルニN置mberger（昔3〕ハ手術二体ツチ得タル2例ノ健全ナル輸卵管内二生活精騒テ

認メタリ．1側ハ最後ノ交接後13日後二，他ノ1例ハ14…5日後二欝レリ、而シテ入院後日

教ハ第コ側ハ6日，第2例ハ1O日ナリト．N置mbe㎎er㈹ハ此ノ2例ノ湯煙成織テ以テ，精

嚢ガ健康ナル輸卵管中二於テ相當長時日二亘リ生活テ保持シ得ル事ノ護擦ナリドシクリ．而

シテ比ノ場合精巖ノ運動能カハ杯スルモ，卵細胞二対スル受精能カラ有スルモノト考フルハ

必ズシモ安當ナラズ．コ八家畜二於テ雌性生殖器内二於テ精錬ガ交尾後甚グ速二，自ロチ既二

2－3日後二受精セシムル能カテ炎ア事費二徴スルモ明カナリ．勘チ顧微鏡下二認メ待ル精

嚢ノ生活状態ノミニテハ精嚢ノ生理的能力或ハ受精能カラ推断シ得ズ．他方活濃ナル運動テ

螢ム精嚢ノ多数テ英ノ精液中二認メラルル男子ガ姓娠セシメ得テルモノアリ，更二永クX

練照射テ受グタル精嚢ハ共ノ顯微鏡的構造ハ正常ニシテ文運動モ旺盛ナレドモ受精能カテ有

セスト．

 笹岡氏ハ膣内二於クル精騒ノ運動期澗テ検シタルニ慎二30分ニシテ運動全ク停止セルラ認

メタリ．

 2．精嚢ノ麗外二於クル生存期間 精巖ハ卵細胞二比シ外界刺戟二割スル抵抗大ニシテ，

Hertwi9㈹ニョレバ精蟻ハー度凍結セシムルモ再ピ融解セシムレバ運動再現スレドモ卵細

胞ハ葉ノ儘死滅スト．叉麻酔薬二勤シテモ可ナリニ抵抗ヲ有スト．精最ガ麗外二於テ掬一定

時間生濡テ保持シ得ル事ハ夙二認メラレシ所ニシテ，Ah1fe1dtn〕八人精嚢ガ牛乳中二混ジ艀

卵器内二貯藏シテ8日後二簡生活ゼルテ認メタリ．Wede・h・keモ文無菌的二保存セル精液

中二8日後生活セル精強チ認メタリト言7．胴mberge・（皇宮）八人類精液テ英ノ儘或ハ生理的

食盤水・R1㎎・r氏液・腹水等二入レ，室温或ハ37度二保存シ強シクリ．街一方健全ナル輸卵

管中二精液テ人レ検セシニ，コノ場合ハ24時間以後ニハ生活精嚢ラ認メザリキ．叉精液テ葉

ノ儘室温（五8－20度）二無菌的二保存セシニ7日後二於テ活滋二運動セル精簸ヲ認メタリ．簡

Mett㎝1oiter㈹ハ回シク人精嚢ノ鈍精液中二於クル生存期間ハ室温ニテ9．5時間，氷室ニ

テ17時間ナリト言ヒ，St三91e・（45）ハ38時間（室温16－8度）ナリト言ヒ，笹岡氏㈹八人類精

嚢二於テハ生存期間ハ其ノ採取法及射精頻度二俵リ大二菱アルモノニシテ，印チ其ノ好傑作

ノ下二採取シタル鈍精液中二於クル精巖ノ生活持続時間ノ1例二於テハ1仲時間（室温25－26

度）ヲ樗タリト書ヘリ．

 倫動物精騒ノ鑓外二於ケル生存期間二關スル研究ハ著シク多シ．Gellhom㈹，Me伽n－

1eitor制〕，Iw舳。f玉（皇4〕，HoHmam㈹，Wo1f㈹，越智㈹〕，小松｛2η，島村・佐藤・當麻（43〕，

佐藤（ω，笹岡（仰等之ナリ．GelIhom工i3〕ハ海騰・蛙及海撰ノ精巖二就テ検シ，海騰精嚢ハ
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海水中ニテ約6時間（室温ニテ）運動シ，金緑娃精嚢ハ井本中ニテ22時間，海猿精強ハRi㎎町

氏液中ニテZ5時間生活セリト青ア．越智氏㈹ハ自風糟簸ハα秘食盤水二苛性曹達テ加ベ

テ「アルカリ性トナセルモノノ中ニテ生存期間最モ長ク〃0分（室測8度）二夏リ，佐藤氏㈹

ハ馬精巖ハ苛性加里テ加ベテrアルカリ性トナセル葡萄糖液中ニテ1O数時間乃至30時間，稀

二70時間（室温）二夏リ生活セリト青ヒ，Mett㎝1eite・（昌。〕ハ牛精巖ガ氷室ニテ50．5時間生存

セルラ認メ，WoH〔棚八家兎副睾丸ヨリノ材料二於テ氷室ニテ9日間生存セルラ認メ州。

笹岡氏｛44〕ニョレバ，精巖ノ平均生存期間ハ白鼠ニテハエ8－9時間，犬ニアリテハ48時間，

馬ニアリテハ68時間，年ニテハ128時間デ得タリ．Iwnoff｛24〕ハ牛精巖ノ生活持纏期間ハ］2

日（温度2度）ナル事テ見タリ．

           第三節 精嚢ノ「ヤ｝ヌズ綴染色二就テ

 固定標本二於クル「ミトヒョンドリア染色ガ英ノ式術著シク複雑ニシテ且ツー様ノ威綾テ

得難ク，又時間二於デモ長時日テ要シ不便ナル爲メ，生活納胞二於テ生髄染色色素ニョリ

テ簡箪二「ミトヒョンドリア」テ讃明セントスル努力ガ試ミラレ，之ガ目的二「ヤーヌス線

タ初メテ用ヒダルハMi・h・e1is㈹ナリ．英ノ後L・9ue…（21〕，B㎝・ley川〕，Cowd・y｛13〕，

P肌at et Painlevξ｛3丁〕等ニヨリ種々細胞ノ「いピョンドリア染色ガ「ヤーヌス糠ノ生騒染色

ニヨリ可能ナル事ヲ報告サレタリ．両シテ「ヤーヌス緑ニコル精嚢ノ「いピョンドリア染色

ハ既二L刮guesse㈹ノ試ミジ財ニシテ，白鼠精巖ハ青緑色著明二染色スル多数ノ微小穎粒

ヲ認メ，且ツ殊二Spira1fad㎝二滑ヒテ密集シテ存スルチ認メ，精細胞二於テハ穎粒ハ稿大

形ニシテ散在性二，時二群テナシテ集レリト言7・

 「ヤーヌス糠染色ガ新鮮ナノレ細胞二於テ初メテ「ミトヒョンドリア」テ讃シ得ラルルハ上記

諸民ノ實験二於テ明カナルモ，細胞ノ生命ト「ヤーヌス糠染色ガ如何ナル程度二關係ヲ有ス

ルモノナルカハ確賢二言登明スルモノナシ．唯當教室二於テ野予氏（34｝八家兎血液細胞二於テ

運動セル俊憧エオジン嗜好白血球・嗜盤基性自血球・「エオジン嗜好白血球・淋巴球及大軍棲球

ガrヤーヌス糠ニコル穎絞染色チ呈スルチ見タリ、向Cowdry㈹、モ核染色テ星セサル淋巴

球・大軍核球二染色蹴立ノ出現スルチ認メ，且ツ該穎粒ハ「いピョンドリア」ナリトセリ．

余ガ精嚢二於ケル實験二於テ，「ヤーヌス糠染色穎粒（コハ恐ラクrいピョンドリア」ナルベ

シ．後述塞照）ガ運動精巖二出現スル事，運動セサル精麹ニハ出現セチル事ヨリ見テ，「ヤー

ヌス綴染色ハ死後染色二非ズシテ生駿染色艶チ生活セル細胞二於ケル染色ナル事確實ナリト

信ズ．而シテ精嚢蓮動持綾期間ト「ヤーヌ；嚇染色陽性理澗トハ略々一致セル事費ヨリ「ヤー

ヌス線染色テ皿テ細胞ノ生死判断ノ標準トシテ大ナル相違ナキモノト思考セラル．

 精巖ノ「ヤーヌス綴染色像二於テ稿時間ノ経過セル後二於テ帯紫青色或ハ赤色穎粒ノ11硯

スル事ハ既二言巳述セル如クナルモ，コハMiChae］iSエコ2〕，B㎝SI町川，ノ既二指摘セル所ニシ

テ，rヤーヌス線ガ還元サレ，Dimethy1an111nガ脱出シ赤色ノD1aethylsafranin一ガ残ル爲ナ

リト言フ．
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              第四節精姦ノ構造二就テ

精巖ノ構造二關シテハB㎝da㈹，Meves，He！d蜆n，WaMeyer〔50〕，趾anca〔日㌧Popa㈹

等多数學者ノ研究アリ．而シテ精巖連繕部ノSpi・a旺ad㎝ハ「ミけヨンドリア惟ノモノナ

リトセラル．愉精巖ノ運動中心髄ハ連結部二存シ，尾部中心饅ノ後孚テ皿テ之二擬シクリ

（Popa㈹）．精嚢頭部ヨリ離レタル尾部ノミニテ運動可能ナル事ハ余モ亦之ラ認メタリ．精

嚢ノ異状護育ハBroman oo｝ニヨリ詳細二言巳載サレタリ．

結   論

本研究二於テハ人類精墨ノ鑓外二於ケル運動速度及運動速度ト温度トノ開係，運動持縷期

間，「ヤーヌス緑超空騒染色及「ヤーヌス糠染色陽性期間テ絵シテ次ノ成績テ得タリ・

 1．精嚢蓮動ハ精液探取直後二於テハ著シク活濃ナレド時間ノ経過ト共二漸次緩慢トナリ

憲二合ク停止スルモノナリ．温度3破二於ケル平均運動速度ハ直後二於テ1．36314m．m．，6

時間後二於テ1．00984m．m．，12時間後二於テO．i8418m．m．テ得タリ．18時間後二於テハ凡

チノ精嚢ハ運動停止シクリ．

 精巖ノ死滅スル迄二運動セル全距離ヲ37度二於テ計算セシニ約62．35c．m。ヲ得タリー

 2一精巖ノ精液中二於クル生存牽ハ経過時間ト共二漸次減少ス．3破二於ケル運動精墨百

分率ハ直後二於テ52．8％，6時間後二於テ3ク．O％，12時間後二於テ4％ヲ得タリ．16時間後

ニハ運動精巖ノ数ハ遊ダ際ニシテ，18時間後ニハ全ク運動セル精嚢テ認メス．

 己精簸ノ運動速度ト温度トノ關係テ検シタルニ，精液申二於クル精巖ハ3度乃至50度ノ

温度範園二於テ運動テ欝ミ得．而シテー般ニハ高温赤ド精嚢ノ運動速度大ナレド，42度以上

ノ高温ニテハ去Pツチ障碍作用テ蒙リ速度減弱セリ．昌ロチ平均速度ハ3度ニテハO．03965m・m・，

I0度ニテハO．16137m．m．，20皮ニテハ0．34687m．m．，30度ニテハ1．23300m．m．，37度ニテハ

I．94605m．m．，42度ニテハ最大値2．41257m．m．ラ示シ50度ニテハO．23274m．m．テ示セリ。

 4。精嚢二「ヤーヌス総ニコル超生麗染色ラ施セルニ，精巖ハ其ノ連結部二於テ中心索ノ両

側二霜接シー列二排列スル深紺青色固形ノ微小穎粒テ出現ス．

 精嚢ノ「ヤーヌス糠染色陽性ナル手ノノ胃分率ト運動陽性ナル毛ノノ百分率ハ略力一致ゼ

ルテ認メタリ．郎チ「ヤーヌス綾穎粒ハ運動陽性ナル或ハ生活セル精巖ニハ出現スルモ，。運

動停止後ノ精嚢二於テハ陰性トナル．勘チ「ヤーヌス総ニョル趨生鐙「ミトヒョンドリア染色

ハ細胞ノ生命二關係スルモノト僧ぜラル．而シテ「ヤーヌス線染色ハ細胞ノ生死鑑別ノ標準

トシテー定度ノ使用贋値テ有スルモノト思考セラルー

 愉溝轟ノ運動機能テ以テー般二精巖生命ノ有無テ判別シ得ルハ勿論ナレドモ，著シギ低温

二於テハ運動不能テルモ死滅ゼルモノニ非チル事ハ再ビ加温スレバ精嚢ハ再ビ運動テ臥始

ス．
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